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プレｰ戸の功み込み

空中磁気図がらの携定

中塚正｡堀川義夫(物理探査部)

TadashiNAKATSUKA･Yoshio耳0RIKAWA

地磁気縞状異常の発見は今日の大陸移動説･プレｰ

トテクトニクスの発端の一つとなった.近年では縞

状異常は地質年代との対比も行われ構造発達史解明

の重要な手がかりの一つとなっている.こうした中で

地質調査所による三陸沖大陸斜面海域の空中磁気探査に

よって海洋性の縞状異常が観測された.

この探査の区域は第1図に示すように海岸から東

へ約60kmを西縁とし海溝軸の西約30kmを東縁とす

る水深1,O00～4,O00mの海域である.海洋性の地磁

気縞状異常が三陸沖で日本海溝を横切って西へ延びて

いることは上田ら(1967)によってはじめて示唆され

大島ら(1975)によって確かめられておりこの空中磁気

探査結果(第2図)に見られる縞状異常が海洋性比穀に

よるものであることは大島らの結果と対比した上から

も疑いない.
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第2図

三陸沖大陸斜面海

域の全磁力空中磁

気図(コンタｰ間

隔10nTIGRF

コ9o珂

残差)図中の1～

5の番号のついた

実線のプロファイ

ルが解析に用いら

れた.

第1図三陸沖大陸斜面海域空中磁気探査の範囲(斜線部)

この縞状異常は西に向って減衰し太平洋プレｰト

の日本列島下への沈み込みとして注目される.そして

この磁気異常の定量解析によってその沈み込み角度を

推定することが期待される.

ここに見られるような磁気異常はいわゆる2次元モ

デル(1方向に変化がない)が傾斜した場合の典型と考えら

れる.そこで第2図中に記入された5本のプロファ

イルを考えるとこれらの線と異常体(海洋プレｰト)と

の位置関係はその相互の距離のみによって特徴づけら

れる.このことは例えばNo.1のプロファイノレか

ら異常体との距離がさらにある値hだけ離れた位置で

のプロファイルに変換する操作(Upwa･dCo･timatio･)を

行ったものとNo.2のプロファイルとが合致すること

を意味する.実際には海洋プレｰトの不均一性や

大陸性地殻の影響によって乱されるが距離差hを変

化させて最もよく合致する値を求めること(曲線照合

法)によりプレｰトの沈み込み角度が求められる.

全磁力異常のUpwardContinuationの理論式につい

ては古くに議論されているが(GrantandWest(1965)

Henderson(1970)etc.)ここで扱う2次元モデルの場

合にはさらに簡略な理論式が得られる.この式を用

いて比較する2本のプロファイルの海溝寄りのものに

UpwardContinuationを施し陸寄りのプロファイル

との曲線照合を行なった.照合にあたっては

･Regiona1な影響を除くためプロファイル方向の微分

値(Gradient)どうしを比較した.実際の計算処理の�
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第3図各プロファイルから異常体(海洋プレｰト)までの距離

の変化(相対値)

詳細の説明は文献(Nakatsuka8チ〃(1981))にゆず

る.

このようにして各プロファイルから異常体までの距

離の変化をNo.1の位置を基準にしてグラフに表わす

と第3図が得られその傾斜からプレｰトの沈み込み

角度として15｡前後という値が推定される.より厳

密には異常体までの距離と鉛直方向の深さとは異なる

が今の場合角度が浅いため15｡前後という結果に

変りはない.

三陸地方でのプレｰトの沈み込み角度の見積りはす

でにいくつか公表されている.長谷川ら(1978)は微

小地震の震源分布と深発地震の地震波の伝播特性から

日本列島下におけるプレｰト境界が約30｡の傾斜をもつ

ことを推定した.また東大海洋研(1979)によるとマ

ルチチャンネル反射法地震探査のデｰタから日本海溝

付近において海洋プレｰトの沈み込み角度が5｡程度

であることが示された.

これらの結果と今回の結果を合わせると太平洋プレ

ｰトが海側から5.15直30｡と徐々に傾斜を増
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第4図三陸地方における海洋プレｰト洗み込みの模式図

しながら日本列島下へ沈み込む様子が思い描かれる.

しかしこの様子をもう少し正確に模式化(第4図)して

みるとプレｰト境界の連続性は必ずしもなめらかで

はない.これは海洋プレｰトが波打ちながら沈み込

んでいることを示す可能性もあるが未だそのような証

拠は報告されていないしここでの解析が2次元モデ

ルという大きな仮定に基づいていることも念頭におかな

ければならない.

海洋プレｰトの沈み込みが深くなるにつれて種々の

構造運動の影響下で破砕などによる実効的な磁化の強

さの減少が見られるかも知れない.また深部でのキ

ュリｰ点をこえる高温のために磁化層が薄くなってい

るかも知れない.こうした影響はいずれも我々の解

析結果の角度が実際よりも深く出る傾向に働く.

従って我々が今結論できることは三陸沖での太

平洋プレｰトの沈み込み角度が大陸斜面海域下におい

て最大15｡前後と見積られるということでありより

詳細なプレｰトの沈み込みパタｰンの解明には精度の

よい各種の観測結果をさらに総合して解析する必要が

あろう.
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